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アカデミア美術館所蔵の絵画。粘りのある重厚な

テンペラから、油彩により薄く色を重ねて繊細な描

写が可能となったルネサンス期。人物だけでなく背

景描写にも重きを置いたのがヴェネツィア派の特徴。

カルパッチョの絵画には、トルコ風の背景が描かれ、

ヴェネツィアの東方貿易の状況が見て取れる。

16世紀ヴェネツィアの肖像画は、それまでの証明

写真的描写から脱して、上半身をクローズアップさ

せ、斜め横向きのポーズをとる。早描きのティント

レットは、マニエリズム様式を取り入れている。

ヴェロネーゼ『レパントの海戦の寓意』動物の得

意なバッサーノ『ノアの箱舟に入っていく動物たち』

多くの宗教画を手掛けたティツィアーノ作品に注目。

受胎告知の祝日 3/25 に建国さ

れたというヴェネツィア。多く

の画が「受胎告知」のその時を

描く中、これは受胎告知を行う

ために天使が舞い降りた瞬間。

まだ告知されていない場面。70
歳を過ぎたティツィアーノ・ヴ

ェチェッリオの大胆な筆さばき

は距離を置いて初めて形が見え

る。大胆・繊細な技法を巧みに

使い分けたこの『受胎告知』は

サン・サルヴァドール聖堂から特別出品されている。


